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「⼀揆」の発⽣原因は貧困のみではない 「播但⼀揆」の本質とは何であったのか？ 
 
右の⽂章は、書籍「播但⼀揆考（⼭⽥栄、2008
年）」の冒頭部分である。 
その最初の部分に、「被差別部落の⼈々が平⺠扱
いされることに反対した解放令反対⼀揆の性格
を備えています」とあり、続いて、和辻哲郎が
「この暴動は、穢多⾮⼈の問題についての意思
表⽰というよりも、むしろ維新政府に対する不
信頼の感情の勃発というべきもの」と記してい
ます。従って、この⼀揆（暴動）の本質が何で
あったのかが⾮常に分かりにくくなっていま
す。 
 
この⼀揆が起こったのは明治４年です。明治維
新の混沌とした時代、まだ庄屋制度が残ってお
り、このことも問題を少し複雑にしているよう
です。 
 
右の和辻哲郎の⽂章はさらに続
きます。「あちこちの庄屋や⼤庄
屋が焼き討ちに逢った。わたし
の村の庄屋は焼かれなかったの
であるから、多分⼀揆に参加し
たのであろう」と。明治４年、つ
まりこの⼀揆の起こった年の廃
藩置県とともに、庄屋制度は廃
⽌となったのは何とも⽪⾁な巡
り合わせです。 
 
解放令反対⼀揆とは何であった
のか。Wikipedia ではもっともら
しく説明されています。ただし



「播但⼀揆」にはそぐわないような気もします。 
 
解放令反対⼀揆（Wikipedia） 
解放令反対⼀揆は、⽇本の明治時代はじめに各地でおきた暴動、襲撃事件で、被差別部落⺠
を差別してきた⺠衆が解放令に反対して起こした。当時の俗称では穢多狩りと⾔われた。集
団リンチ暴⾏事件の⼀種といえる。 
江⼾時代に様々に差別されてきた穢多・⾮⼈などの⾝分及び呼称（とそれに伴う死⽜⾺取得
権など）が明治 4 年 8 ⽉ 28 ⽇（1871 年 10 ⽉ 12 ⽇）の太政官布告（解放令）で⼀挙に廃
⽌されることになった。しかし従来彼らを差別してきた他の⺠衆の中にはこれに反発する
ものがあり、⼀揆をなして被差別部落⺠を襲撃する事件を起こした。これが解放令反対⼀揆
である。 
 
そこで同じ著者の記した研究報告より、その結論部分を抜き出しました。今の兵庫県に当時
あった⽣野県と姫路県でそれぞれ⼀揆に⾄る契機や経過が異なるというものです。 
 
明治初年・解放令反対⼀揆 : いわゆる「播但⼀揆」を中⼼に ⼭⽥ 栄 
法政論叢 1996 年 32 巻 127-142  発⾏⽇: 1996/05/15 
まとめ 
両県とも「解放令」布告を契機としながら、異なった経過をたどっている。 
⽣野県では直ちに各村で「解放令反対」嘆願の⾏動がとられ、却下されると不売運動を⾏う
実⼒⾏使にでる村も⽣じていた。ことに屋形組の動きが⼀揆に⼤きな役割を果たしており、 
⽣野県⼀揆は「解放令反対」を主たる⽬的とした強訴・打ち壊しであったと考えられる。 
姫路県でもやや遅れて「解放令反対」の嘆願が⾏われていた。と同時に「穢多平⺠同様」措
置を含む⼾籍調べの実施と重なり、その⼾籍調べを直接阻⽌するために⼤庄屋（＝⼾⻑）打
ち壊しに⾄っていた。⼾籍調べに反対する⾏動こそ、姫路県における「解放令反対」の具体
的あらわれとみなければならない。要するに本来「解放令反対」要求であったものが、 こ
こ姫路県ではこの段階にいたって「穢多平⺠同様措置」を含む「⼈別改め（⼾籍調べ）反対」
に転換されている。 
 
⼀揆の起こった時代の背景や、混沌とした世相に対する⼈々の疑⼼暗⻤、そして将来への不
安など、「播但⼀揆」は「暴動」ではなく「⽣存権」に対する恐怖を表わしているように私
には感じられました。そういう意味ではまさに江⼾時代の「⼀揆」と同じ理由です。「播但
⼀揆」は先の⾒えない⼤きな時代の潮流に飲み込まれまいとする、⼩市⺠のいささかの抵抗
であったのかもしれません。 
 


